
今後の地方の
生きる道

澁澤 寿一 講演会

澁澤寿一 略歴
1952 年生まれ。東京農業大学大学院修了。農学博士。
1980年国際協力事業団専門家としてパラグアイ国立農業試験
場に赴任。帰国後、長崎オランダ村、循環型都市「ハウステ
ンボス」の役員として企画、建設、運営まで携わる。
現在、共存の森ネットワーク理事長として、全国の高校生100
人が「森の名手・名人」や「海・川の名人」をたずねて聞き
書きし発信する「聞き書き甲子園」の事業や「豊森なりわい
塾｣｢石徹白カレッジ｣など、森林文化の教育、啓発を通して、
人材の育成や地域づくりを手がける。福井県｢里山・里海湖研
究所｣アドバイザー。岡山県真庭市では1998年から木質バイオ
マスを利用した地域づくり｢里山資本主義｣の推進に努める。
明治の実業家・渋澤栄一の曾孫。

これからのあるべき姿・価値観

R７年３月２日 SUN
13：００～15：００

会場

持ち物

入場料

定員

申込
方法

リブラ若狭 講堂

若狭町中央1－2 TEL 0770－45－9115

８０名 （先着順）

無料

（一社）若狭路活性化研究所
講演会事務局 TEL 0770-47-1747

好奇心

若狭ソーシャルビジネスカレッジ
事務局 一般社団法人 若狭路活性化研究所

919-1461 福井県三方上中郡若狭町海山64－4－1

TEL 0770－47－1747 FAX 0770－47－1652

問い合
わせ

若狭ソーシャルビジネスカレッジ

「経済的な裕福」「便利な生活」を求めるのであれば都会に住む方が達成率は上がる。
それならば、あなたは、家族は、、「なぜ？」「何を楽しみに？」この地に住んでいるのですか？

ここでもう一度、自分自身を見つめ直してみましょう。

（時間に余裕を持ってお集まりください。）
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